
○ 高槻市公共工事の前金払に関する規則         

平成２６年２月２６日 

高槻市規則第 ４ 号 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）附則第７

条第１項の規定による公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和２７年

法律第１８４号）第５条の規定に基づき登録を受けた保証事業会社（以下「保

証事業会社」という。）の保証に係る公共工事（同法第２条第１項に規定す

る公共工事をいう。以下同じ。）に要する経費の前金払に関し必要な事項を

定めるものとする。 

（前金払） 

第２条 市長は、公共工事については、契約金額に、次の各号に掲げる公共工

事の区分に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た金額に相当する金額の

範囲内で前金払をすることができる。 

(1) 土木建築工事（次号に掲げる公共工事以外の公共工事をいう。以下同じ。） 

４０パーセント  

(2) 公共工事のうち次に掲げるもの ３０パーセント 

ア 土木建築に関する工事の設計、当該工事に関する調査及び測量 

  イ 土木建築に関する工事の用に供することを目的とする機械類の製造 

２ 前項の前金払をすることができる公共工事は、１件当たりの契約金額が、

次の各号に掲げる公共工事の区分に応じ、当該各号に定める金額を超えるも

のに限るものとする。 

(1) 土木建築工事 １,３００,０００円 

(2) 前項第２号アに掲げる公共工事 ５００,０００円 

 (3) 前項第２号イに掲げる公共工事 ２,０００,０００円 

３ 市長は、第１項（第２号を除く。）の前金払をした土木建築工事のうち、

次の各号のいずれにも該当するものについては、既にした前金払に追加して

契約金額の２０パーセントに相当する金額の範囲内で前金払をすることがで

きる。 

(1) 工期が４か月以上であること。 

(2) 工期の２分の１を経過していること。 

(3) 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされて

いる当該土木建築工事に係る作業が行われていること。 



(4) 既に行われた当該土木建築工事に係る作業に要する経費が契約金額の２

分の１以上に相当する金額であること。 

 (5) 部分払（高槻市財務規則（平成７年高槻市規則第１３号）第１２３条第

１項の特約に基づく代価の一部の支払をいう。）の請求がされていないこと。 
 （前金払の申請） 

第３条 公共工事の受注者（以下「受注者」という。）は、前条の前金払を受

けようとするときは、公共工事前金払申請書（別記様式）に当該前金払に係

る保証事業会社の交付する保証証書正副２通を添えて市長に申請しなければ

ならない。 

２ 受注者は、前条第３項の前金払を受けようとするときは、あらかじめ、同

項各号に掲げる要件を満たしていることについて、市長の認定を受けなけれ

ばならない。 

 （前金払の追加等） 

第４条 市長は、前金払をした後、設計変更その他の事由により公共工事の契

約（以下単に「契約」という。）を変更した場合において、契約金額に当初

の契約金額の２０パーセントに相当する金額以上の増減が生じたときは、そ

の増減した金額について既にした前金払の割合により算出した金額を追加し

て支払い、又は返還させることができる。この場合において、受注者が当該

追加の支払を受けようとするときは、前条第１項の規定を準用する。 

２ 受注者は、設計変更その他の事由により工期が延長された場合は、直ちに

当該契約に係る前払金保証契約の期間を変更し、変更後の保証証書正副２通

を市長に提出しなければならない。  
（前払金の返還） 

第５条 市長は、次の各号のいずれかに該当する事由が生じたときは、既に支

払った前払金の全部又は一部を返還させることができる。 

 (1) 保証事業会社が保証契約を解除したとき。 

 (2) 契約を解除したとき。 

 （委任） 

第６条 この規則の施行に関し必要な事項は、所管部長が定める。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この規則の規定は、この規則の施行の日以後に締結する契約について適用

し、同日前に締結した契約については、なお従前の例による。 



   附 則（平成２６年規則第３０号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 

   附 則（平成３１年規則第２７号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 

   附 則 

 １ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 ２ この規則の規定は、この規則の施行の日以後に締結する契約について適

用し、同日前に締結した契約については、なお従前の例による。 

 

 

 

 



別記様式（第３条、第４条において準用する第３条関係） 

 

公 共 工 事 等 前 金 払 申 請 書 

 

令和   年   月   日 

 

（宛先）高 槻 市 長 

 

住 所 

氏 名               印 

  法人にあっては、主たる事務所の所在地、  

その名称及び代表者の氏名         

 

高槻市公共工事の前金払に関する規則第３条第１項（同規則第４条第１項

において準用する場合を含む。）の規定により、下記のとおり（□前金払 

□中間前金払）を申請します。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 保証事業会社の交付する保証証書正副２通を添付すること。 

契 約 名 称 
 

 
 

契 約 年 月 日 
 

 
令和   年   月   日 

履 行 期 間 
 

 

令和   年   月   日 から 

令和   年   月   日 まで 

契 約 金 額 
 

 
                円 

□前 金 払 

□中間前金払 
の 金 額 

 

 
                円 


